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概 要

ノードを用いて対話的にWeb検索を行うシステムでCartaを、携帯情報端末上で
動作させるためのシステム PocketCartaを設計、実装した。
また、携帯情報端末上でCartaのを実現させるために、画面構成や操作性につい
ての再検討を行った。
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第1章 序論

近年、パーソナルコンピュータの普及によってインターネットを利用する人口は増
加の一途をたどり、ネットサーフィンを行うユーザ数も増加している。通常、ユー
ザがWebページを閲覧するためには、URLと呼ばれる http://で始まる文字列をブ
ラウザのURL入力画面にキーボードを用いて入力する必要がある。URLの入力は
目的とするWebページのURLを記憶しているユーザや、計算機の扱いに慣れてい
るエンドユーザにとっては負担にならないが、記号や文字の羅列に違和感を覚える
初心者ユーザにとっては大きな負担となる。そのため、初心者ユーザがネットサー
フィンを気軽に行うために、URLを意識することなく手軽にネットサーフィンを行
う方法が求められる。

URLを用いずにネットサーフィンを行うためのシステムとして、ノードの重ね合
わせを用いて対話的にWeb検索を行う Carta[1, 2]がある。Cartaを用いることに
よって、ユーザはキーワードの書かれたノードのやり取りを行うだけでWebページ
を表示させることが出来る。

CartaはWeb検索に基づくネットサーフィンを楽しむ個人のためのツールとして
の位置付けが大きいが、使用できる環境がデスクトップ計算機に限定されている。
一般に、デスクトップ計算機は個人で使用するだけでなく、業務のために使用され
る場合もあるため、Cartaを気軽に使用できないことがある。
我々はCartaをさらに手軽なツールとして活用するため、デスクトップ計算機と
比較して個人用としての位置付けが大きい携帯情報端末 (PDA)上へのCartaの実現
を提案する。PDAは小型のデバイスであるため、時間や場所を選ばず気軽に持ち歩
き使用することが可能である。
一般に、PDAは小型のデバイスであるため、デスクトップ計算機と同様のユーザ
インタフェースを構成することはユーザビリティを損なう可能性がある。そのため、
Cartaのユーザインタフェースを小画面に適した構成に組み直すことが必要となる。
本論文の構成について説明する。第 2章ではノードを用いて対話的にWeb検索を
行うシステムCartaについて説明をする。第 3章では、我々が提案する携帯情報端
末 PocketCartaの特徴について紹介するとともに、Cartaにおいて不十分であった
部分を再検討する。第 4章は PocketCartaの実装について、携帯情報端末の持つデ
バイス上の制約と解決法を混ぜて説明する。また、実際にPocketCartaを用いて検
索を行う方法を紹介する。
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第2章 ノードを使用した対話的Web

検索システムCarta

2.1 Cartaの特徴
奥村らは、ノードを操作することで対話的に検索条件を指定するWeb検索シス

テム “Carta”を開発した。一般的なWeb検索エンジンが検索結果をWebページと
して表示することに対し、CartaはWeb検索の結果としてキーワードの候補を提示
する。

2.2 ノードの重ね合わせによる検索条件の表現
一般的に、Web検索エンジンにおける検索条件の表現は、キーワードと「and」

「or」を組み合わせた条件式をユーザが作成することによって行う。Web検索システ
ムCartaは、検索条件をノードを用いて視覚的に表現し、条件式に変換する。

図 2.1: and表現 図 2.2: or表現

Cartaは、ノード間を重ね合わせた状態に「and」を割り当て、ノードを併記した
状態に「or」を割り当てている。図 2.1のノード表現は「オリンピック and ソルト
レーク」、図 2.2は「山 or 海」と同様の検索条件を表している。

2.3 Cartaを用いたWeb検索
Cartaは、検索条件にノードの重ね合わせ表現を用いることによってWeb検索を

行うシステムである。図 2.3は Cartaのユーザインタフェース画面である。ユーザ
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インタフェースは「入力部」「履歴部」「検索条件表示部」「キーワード提示部」の四
つに大別される。Web検索は以下の手順によって行われる。

1. 検索初期条件となるキーワードを入力する。キーワードの入力は、キーボー
ドを用いて、「入力部」に行う。もしくは履歴部にあるキーワードから選択す
る。キーワードの入力が完了すると、検索条件を表現するノードが「検索条件
表示部」に表示される。

2. 作成された検索条件に基づいて検索が実行される。検索結果はキーワードと
して「キーワード提示部」に提示される。同時に、この時点で検索条件に最も
適合しているWebサイトがブラウザの画面上に表示される。

3. ユーザは、提示されたキーワードのうちからノードを一つ選び「検索条件表示
部」にドラッグ＆ドロップを用いて追加することにより、検索条件を修正する
ことが出来る。また、ユーザが検索条件の中に不必要なキーワードがあると判
断した場合、必要のないノードを画面外へドラッグ＆ドロップすることによっ
て検索条件から外すことが可能である。

4. 上記 2と 3を繰り返すことによって、キーワードのカテゴリはユーザの検索し
たいページのカテゴリへと方向性を強めていく。ユーザは検索条件を変更しな
がらWebページを閲覧していく。

2.4 キーワードの提示と利用
Cartaはユーザにキーワードの候補をノードとして提示する。キーワード候補の

提示は「Webページからのキーワード抽出による提示」と「履歴部による提示」の
二種類によって行われる。

Webページからのキーワード抽出

一般的なWeb検索サイトが検索結果をWebページへのリンクと本文の一部とし
て表示することに対し、Cartaは検索結果をキーワードとして提示する。キーワー
ドは検索結果のWebページを基にして抽出される。具体的な抽出方法を以下に説明
する。
まず、キーワード抽出の基になるテキストを取得するために、検索結果の上位に
位置するWebページにアクセスする。その後、Webページ内のHTMLソースをす
べて取り込み、タグを全て除去する。このテキストからキーワードの抽出を行うた
めには、テキストを品詞ごとに分解する必要がある。
テキストを品詞ごとに分解するためのツールとして、Cartaは形態素解析システ

ム『茶筅』[6]を用いている。茶筅を用いることにより、WebページのHTMLソー
スから取得したテキスト列は品詞ごとに区切られる。ここまでの処理が完了した時
点では、動詞や形容詞などがキーワード候補に含まれているため、Cartaは茶筅か
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図 2.3: Cartaのインタフェース
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ら受け取った形態素のなかから名詞と未知語 (未知語は、おもにASCII文字で書か
れた語や茶筅の辞書に含まれない名詞のことを指す)のみを取り出して、キーワード
配列を生成する。この方法によって生成されたキーワードを、Webページ内の出現
回数を基にして優先順位を決定し、出現回数の高いキーワードから順に 7個をユー
ザに提示する。
ユーザは提示されたキーワードのノードを基にして新たに重ね合わせを行い、よ
り詳細な検索条件を指定していく。Cartaは Google[3]や infoseek[5]など既存のロ
ボット型 (全文検索型)サーチエンジンの検索結果を利用するシステムである。サー
チエンジンはユーザの要求した検索条件に最も合致していると思われるサイトを検
索結果の上位に配置する。例えばGoogleは検索条件に用いたキーワード間のテキス
ト内での距離が近いほど検索結果の上位へ配置する構造を持っているので [4]、検索
条件同士が密接に関連したWebページを探すことが出来る。

Cartaはサーチエンジン検索結果の上位に属するWebページからキーワード候補
を抽出しているため、下位に属する、つまり検索結果の適合率が低いWebページに
含まれるキーワードの影響を受けることがない。従って、Cartaが提示するキーワー
ド候補は、ユーザが最初に代入したキーワードのカテゴリと近い単語になる。

履歴キーワードの利用

Cartaはユーザが今までに検索条件として利用してきたキーワードを履歴部に表
示する。履歴部のキーワードリストは最近利用したものほど上部に表示されるため、
同じキーワードを再利用することが出来る。

2.5 システム
Web検索システム Cartaは計算機上での使用を前提に作られたシステムである。

Cartaはユーザインタフェース部Cartaと検索部Dealerの二つのシステムによって
構成されている。検索部Dealerはオブジェクト指向言語Rubyの実行できる環境で
動作する。
このため、インタフェース部Cartaの代わりに他のユーザインタフェースを用い
てDealerとの通信を行うことも可能であり、Dealerを用いたWeb検索システムを
新たに作成することが出来る。
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第3章 携帯情報端末向けWeb検索シ
ステムPocketCarta

3.1 PDAへのCartaの適用
Cartaをさらに手軽なツールとして活用するために、デスクトップ計算機と比較
して個人用としての位置付けが大きい携帯情報端末 (PDA)上へのCartaの実現が考
えられる。しかし、Cartaはデスクトップ計算機での使用を前提として作られたシ
ステムであり、PDAでそのまま使用することは出来ない。
そこで我々は、ノードによるWeb検索システムCartaの基本設計を改良し、PDA

に適用したシステムである “PocketCarta(ポケットカルタ)”を提案する。操作はス
タイラスと呼ばれるペン上のデバイスを用いて画面上を直接タップすることによっ
て行われる。図 3.1は本システムの動作イメージである。われわれは、PocketCarta

を実現するにあたり、以下の点についてCartaの基本設計を改良した。

図 3.1: PocketCartaの動作イメージ

3.2 画面構成
デスクトップ計算機で用いられるシステムをPDA上で実現する場合、画面のサイ
ズに関して議論を行う必要がある。小画面の情報端末におけるユーザインタフェー
スの議論として Baby Face問題が挙げられる [7]。文献によると、小画面デバイス
(Baby Faceコンピュータ)におけるユーザインタフェースのデザインを行う際には、
デスクトップ計算機との画面サイズの違いを考慮する必要があると述べられている。

Palmの画面サイズは、現在広く普及している機種で 160× 160ピクセル程度で、
高解像度の機種を用いた場合でも 320× 320ピクセルである。一般的なデスクトップ
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計算機の画面が 1280× 1024ピクセル以上の表示を行えることを考慮すると、PDA

の画面は極めて小さい。
Cartaはキーワード入力部、ノード表示部、履歴部を単一の画面上で構成してい
るが、同様の構成を小画面デバイスへ適用することは困難である。また、一画面に
全ての機能を詰め込んだ構成はユーザインタフェースが複雑になるため、ユーザは
操作方法を覚えにくい。
この問題を解決するため、PocketCartaはキャンバスモードとキーワード入力モー
ド、そして履歴モードの三つの画面を、必要に応じて切り替えることによってWeb

検索を行う。キャンバスモードはノードの操作を行うためのモードであり、本シス
テム内で最も多く使われる (図 3.2)。キーワード入力モードは新しいノードを作成す
るためのモードである (図 3.3)。履歴モードは、今までに構成した検索条件の中で使
用されたキーワードの中から新しいノードを作成するためのモードである (図 3.4)。

図 3.2: キャンバスモー
ド

図 3.3: キーワード入力
モード

図 3.4: 履歴モード

3.3 優先度の定義
代表的なWeb検索エンジンにおいては、キーワードの順序が検索結果の優先順位
に影響を与えている。Googleの場合は、最初に入力したキーワードが最も優先順位
の高いキーワードとなるため、キーワードの順序を変更して検索を行うと、Google

は最初に入力したキーワードに優先された検索結果を表示する。以上のことを考え
ると、キーワードに優先度を設けることは、Webページを探していく過程で必要で
あると考えられる。
しかしながら、Cartaにおけるキーワードの関係は対等であり、優先度に関する
検討は行われていない。そのため、ユーザは配置されたキーワードに対して優先度
を付けることが出来なかった。
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図 3.5: and表現の優先度 図 3.6: or表現の優先度

そこでPocketCartaは、ノードの優先度を定義することによってキーワードの優
先順位をユーザが自由に変更できる機能を実現した。定義は、以下の二つである。
なお、ここでの「地面」とは、PocketCartaのノードを配置する下地の部分を指す。
ノードを配置出来る場所は、地面またはノードの上 (重ね合わせ)のどちらかである。

1. 重ね順に関する定義…地面に近いノードほど優先度が高い (図 3.5)。

2. 配置に関する定義…地面の左上を原点とする場合、原点からの距離が小さい
ノードほど優先度が高い (図 3.6)。

ユーザは、ノードの重ね順や配置を自由に変更することによって、検索条件の修
正が容易になる。

図 3.7: 優先度の変更 (and) 図 3.8: 優先度の変更 (or)

優先度の変更例

二つのノードがある場合を考えて、実際に優先度を変更する手順について説明
する。
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and表現の場合、ドラッグ＆ドロップを用いて、優先度を低くするノードを優先
度を高くするノードに重ね合わせる (図 3.7)。

or表現の場合は、ドラッグ＆ドロップにより、優先度を高くするノードを優先度
を低くするノードよりも原点に近づける。つまり、より左上に配置する (図 3.8)。

3.4 検索開始タイミングの変更
ノードの重ね順や配置を変更するための操作において、ユーザはドラッグ＆ドロッ
プによるノードの操作を複数回にわたって繰り返す場合がある。しかし、Cartaの
システムはノードの操作を一回行った時点で検索を開始するため、ユーザはノード
操作を 1回行う毎に、システムが処理を完了するまで待たなければならない。また、
ユーザがCartaの提示したキーワード候補を二つ以上用いて重ね合わせを行う場合
に、一つ目のキーワードを操作し終えた時点でCartaが新しいキーワードを提示し
てしまう。そのために、重ね合わせに用いる予定であった二つ目以降のキーワード
が消去され、使用できなくなる。
この問題を解決するため、PocketCartaは検索を開始するタイミングをユーザが
指定できるように、Cartaの機能を改良した。ユーザはキャンバスモードにおいて
ノードの操作を行ったのちに、画面下にある Searchボタンを押すことによって検索
を開始する。
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第4章 PocketCartaの実装

4.1 システムの設計
PocketCartaの実装を行う携帯情報端末としてPalmを用いたが、Palm上でWeb

検索システムCartaを実現するにあたり、Palmの仕様上の制約により以下の問題が
起こる。

• 一連の処理におけるPalmの通信量が多いため、ユーザの待ち時間が増大する。

• Palmに用いる Javaの言語仕様には、現時点では HTMLを解析するための
API(Application Program Interface)が含まれていない。そのため、Javaの動
作中に Palm上でWebページを閲覧することが困難である (HTMLソースを
見ることは出来るが、タグが含まれているため、閲覧には適していない)。ま
た、Javaの実行中に PalmのWebブラウジングアプリケーションを起動する
ことも不可能である。

• Palm上にインストール出来る形態素解析システム (茶筅など)が存在しないた
め、Palm上で形態素解析を行うことが出来ない。

上記の問題を解決するために、本システムは検索部 (Dealer)と操作部 (Pocket-

Carta)、そして中継部 (ProxyServlet)の 3つのシステムによって構成されている。操
作部であるPocketCartaにはキーワードノードの表示と操作、履歴、Undo機能が実
装されている。検索部Dealerは、サーチエンジンやWebサイトとの接続や、茶筅
との通信を行う。

PocketCartaは J2ME、DealerはRuby、サーブレットは J2SEで実装されている。
PocketCartaの実行環境である J2ME CLDC/MIDP for PalmOS[8]はソケットによ
る通信をサポートしていないため、ソケット通信によって入出力を行う Dealerと
PocketCartaの間で直接通信することは出来ない。そこで両システムの間に Proxy-

Servletを置くことによって通信をサポートすると同時に、Palmに送る情報量を減
らす。ProxyServletはPocketCartaとの通信にMIDPのサポートする通信形式であ
るHTTP接続を使用し、Dealerとの通信にソケット通信を用いる。ProxyServletを
用いることによりPocketCartaとDealerとを通信を実現した。また、ProxyServlet

は、ブラウザを起動することによってWebページの表示も行う。
PocketCartaと ProxyServletのシステム構成を図 4.1に、検索部Dealerの構成を

図 4.2に記す。
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図 4.1: システム構成 (Dealer外部)

図 4.2: システム構成 (Dealer内部)
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4.2 システムの実行環境と起動
まず、本システムを構成する実行環境について説明する。
PocketCartaを動作させるPalmデバイスにはPalmIIIcを使用している。ただし、

PalmIIIcには標準ではモデムが塔載されていないため、シリアルクレードルを介し
てMocha W32 PPP[9]の動作している計算機へと PPP接続を行うことによって、
ネットワーク接続を可能としている。

ProxyServletを動作させる計算機はWindows 2000が動作するパーソナルコンピ
ュータを使用し、Mocha W32 PPPとサーブレットエンジン Jakarta Tomcat 3.3を
インストールしている。

DealerはRubyを実行することの出来る計算機上で動作する。
次に、PocketCarta、ProxyServlet、Dealerの 3つのシステムの起動方法について

述べる。システムの起動は、

1. 検索部 Dealer

2. 中継部 ProxyServlet

3. 操作部 PocketCarta

の順に行う。
まず、Dealerをサーバ上で起動し、ProxyServletからのソケット通信を受けられ

る状態にする。次に、計算機上でサーブレットコンテナ Jakarta Tomcat3.3を起動
することによって、ProxyServletを起動し、PocketCartaからのHTTP接続を受け
られる状態を作る。最後に、Palm上でPocketCartaを起動し、GUIをユーザに表示
する。
以上の起動を行うことにより、Palmから Servletを介してDealerとの通信を行う
ことが出来る。

4.3 処理の流れ

検索条件の送信

PocketCarta上でユーザがノードの重ね合わせを行うと、システムはノードの重
ね合わせや位置の情報を基にして検索条件を文字列として作成する。例えば、「筑
波」というノードの上に「大学」のノードが重ねられていた場合 (and表現)はキー
ワード間を半角スペースで区切り、検索条件を代入する文字列 queryに対して、次
のように記述される。

query = "筑波 大学";

ノードが併記されている場合 (or表現)は、キーワードを文字列 ORによって結合
し、queryに代入する。
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文字列queryを作成する時のキーワードの順序は、第 3章で定義した重ね順とノー
ドの座標をもとにして決定する。

query = "筑波 OR 大学";

PocketCartaからProxyServletへの通信はHTTP接続を行い、入出力ストリーム
を用いて行われる。PocketCartaは、文字列 queryをマシンに依存しないUTF-8エ
ンコーディング形式に変換してから出力ストリームに書きこむ。ProxyServletはそ
れを入力ストリームとして受け取ったのち、UTF-8からデコーディングし、文字列
queryに代入する。

ProxyServletとDealerの通信は、ソケット接続によって文字列 queryをDealerへ
送信する。Dealerは受け取った文字列をURLにエンコーディングして、サーチエン
ジンGoogleと通信を行う。例えば検索条件"筑波 大学"をGoogleに送信する場合、
URLは以下のように表現される。query?p=以降の文字列が検索条件をURLにエン
コーディングした表現である。

http://google.yahoo.co.jp/bin/query?p=%c3%de%c7%c8+%c2%e7%b3%d8

また、検索条件"筑波 OR 大学"をURLに変換すると、以下のようになる。

http://google.yahoo.co.jp/bin/query?p=%c3%de%c7%c8+OR+%c2%e7%b3%d8

検索部Dealerの処理

検索部の処理はCartaの検索部であるDealerを用いている。
Dealerはサーチエンジンから受け取った検索結果を基にして、上位 10サイトの

URLを抽出する。この 10サイトから HTMLソースを抽出し、茶筅を用いて形態
素解析を行う。解析の結果から名詞と未知語のみを抽出することにより、Dealerは
キーワード群を生成し、配列に格納する。

Webページの表示

現時点での検索条件に最も合致しているWebページは ProxyServlet上に表示さ
れる。検索条件に最も合致するWebページとは、Google検索結果のページにおい
て最上位に位置しているWebページのことを指す。検索部Dealerはサーチエンジ
ンの検索結果のうち、最上位に位置するページのURLをProxyServletに送信する。
ProxyServletは受け取った URLを基にしてブラウザを起動し、Webページをディ
スプレイ上に表示する。
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キーワードの取得と日本語への対応

Dealerはキーワードの配列に含まれる要素すべてを一行の文字列にまとめてProx-

yServletへ送信する。文字列への変換を行う際に、キーワードごとに半角スペース
を挿入する。この半角スペースは、一行で送られてくる文字列をProxyServletが単
語ごとに切り分けるために用いる。

ProxyServletは、受け取ったキーワード群を文字列 responseとして取得し、半角
スペースをもとにして単語ごとに分ける。しかし、この単語を PocketCartaに送信
しても、PocketCarta上では日本語が正しく表示されない。これは、ProxyServletと
PocketCartaのそれぞれが別々の文字コードを用いているためである。ProxyServlet

上の文字コードがUnicodeであることに対し、PocketCarta上では Shift-JISを用い
る必要がある。このため、ProxyServlet上で文字コードを Shift-JISに変換する。
以上のプロセスを経て、キーワード群は出力ストリームへ書き込まれる。Proxy-

Servletから送られてくるキーワード群は、キーワードの出現頻度が上位の単語から
順に 8個である。このストリームをPocketCartaは入力ストリームとして受け取り、
ノードを生成する。

履歴機能の使用

PocketCartaはノードを新しく生成すると同時に、新しく追加されたノードのキー
ワードを履歴データベースに保存する。履歴データベースはMIDPの APIである
RMS(Record Management System)によって実現されている。
履歴機能を使用するときは、メニューからHistを選び、履歴一覧を表示する。履
歴一覧が表示するキーワードは、最近追加したキーワードをリストの先頭に配置す
るため、最近使用したキーワードほど再利用しやすい設計になっている。

undo機能の使用

PocketCartaは undo機能を実装している。ノードの重ね合わせ配置を一つ手前の
状態に戻すことが簡単に行うことが可能となる。
一つ手前の重ね合わせ状態に戻すためには、画面下部にあるUndoボタンを押す。

4.4 操作例
PocketCartaを用いた具体的な検索の手順を以下に示す。ここでは、ユーザは健
康に関する情報をWebで収集することを目標とする。
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1. 初期状態

図 4.3: 初期状態

PocketCartaを起動すると、画面上にキャンバスモードが表示される (図 4.3)。こ
の時点では、ノードは生成されていない。ユーザはノードを作成するために Newボ
タンをタップしてキーワード入力モードに切り替える。
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2. ノードの生成

図 4.4: キーワード入力モード

図 4.4はキーワード入力モードに切り替えた場面である。ユーザは健康に関する
情報を集めたいので、キーワードに「健康」と入力して Enterボタンをタップする。
このとき画面はキャンバスモードに再び切り替わる。

図 4.5: ノードの生成
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図 4.5は Enterボタンをタップした直後の画面である。健康のノードが生成されて
いる。ここでユーザが Searchボタンをタップすることにより、検索が開始される。

3.キーワードの取得

図 4.6: 検索結果の取得

図 4.7: Webページの表示

図 4.6は、PocketCartaが検索結果キーワードを取得して、ノードとして提示し
た場面である。ユーザの作成した検索条件とPocketCartaの提示したキーワード候
補との間に明確な区別をつけるため、検索条件を赤色のノード、キーワード候補を
青色のノードで表示している。ユーザはこれらのノードから、新しく検索条件に追
加するノードを選択する。この場合、ユーザは次に使用する検索キーワードとして
「生きがい」を選択した。
また、検索条件「健康」に最も合致しているWebページがProxyServlet上に表示

される。(図 4.7)
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4.検索条件の再構成

図 4.8: 重ね合わせ

図 4.8は「健康」に「生きがい」をドラッグ＆ドロップを用いて重ね合わせるこ
とによって、新しい検索条件「健康 and 生きがい」を作成した。

図 4.9: 検索結果の再取得

図 4.10: Webページの表示

Searchボタンを押すことによって検索キーワードが更新され、「健康」と「生きが
い」に関係のある単語がキーワードとして提示された (図 4.9)。また、検索条件「健
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康 and 生きがい」に最も適合しているWebページがブラウザ上に表示された (図
4.10)。なお、この時点で「生きがい」のノードの色は青色から赤色へ変化し、新た
に提示されたキーワードとの区別を明確にする。

5.ノードの消去

図 4.11: ノードの消去操作

検索条件として用いられている赤色のノードを消去する場合、消去を実行したい
ノードを赤いラインの右側へドラッグ＆ドロップする。(図 4.11)
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6.履歴キーワードの利用

図 4.12: Histメニューの選択 図 4.13: 履歴モード

ユーザが検索条件として使用したキーワード (赤色のノード)は、PocketCartaの
システムを用いて履歴データベースに保存される。消去したノードも履歴データベー
スに保存されるため、容易に再利用を行うことが出来る。
履歴モードへの切り替えは、メニューからHistを選ぶことによって行う (図4.12,4.13)。
以上の操作を繰り返すことにより、ユーザは様々な検索条件を構成し、Web検索
を行うことが出来る。
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第5章 まとめ

5.1 まとめ
ノードを用いて対話的にWeb検索を行うシステムであるCartaを携帯情報端末上
で動作させるためのシステム PocketCartaを設計、実装した。
また、Cartaの設計について以下の三項目の再検討を行った。携帯情報端末が小
型のデバイスであることから、Cartaが単一の画面上に表示していたユーザインタ
フェースを三つに分けた。ノード表現におけるキーワードの優先度を定義し、ユー
ザがノードを操作することによって優先度の変更を行なえるように工夫した。また、
ユーザが検索開始のタイミングを指定できるように設計を変更した。

5.2 今後の展望
今回は仕様上の制約のため検索結果のWebページを計算機上に表示したが、Pock-

etCarta上にWebページを表示できるようにすることが必要となる。PocketCarta

上でのWebページ閲覧の問題は、今後MIDP for PalmOSの仕様が更新されること
によって解決される可能性がある。
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